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ここでj-1,2は超伝導休のラベルで､ ajqは各超伝導休中の電子の消滅演算子､ cqはCDW




















































に現れる長距離秩序 - 0fDiagonalLongRangeOrder- の間には､しばしば興味深い関係を
兄いだすことができる｡ ここではODRLOの典型である超伝導体間にDLROの典型である密
度波系をはさんだ系を考え､後者に内在する南部 ･ゴールドストー ンモードとしての位相モード
を考慮してジョセフソン超電流を計算した｡ purelimitにおける計算の結果､頂点補正を通じ
てのDLROとODLROの関わり合いにより､ジョセフソン超電流に対数的補正項が付け加わる
ことを兄いだした｡ これは､新しいタイプのメソスコピック効果と考えることができる｡ 乱
れの入った有限温度の系という､より一般的な状況では上記対数補正項の中のチャンネル長dは
min(d,J両)(Dは拡散係数､Tsは位相緩和時間)で置き換えられるo ここでは､便宜的に
電荷密度波系を用いたが､これをスピン密度波系で置き換えても､質量パラメーターFLが小さく
なるのみで､話の本筋は変わらない｡
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